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研究成果の概要（和文）：多様な操作を可能とするタッチパネルを開発し、また既存のタッチパ

ネルに関する様々な調査及び開発を行った。具体的には、柔らかい素材を用いたタッチパネル

の開発、スマートフォン等のタッチパネルを入力デバイスとして有する携帯情報端末での操作

特性の基礎的な調査、テーブル状のタッチパネル向けの操作手法の開発、等を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：We developed touch panels which can detect rich types of input. 

Moreover, we studied various characteristics of interaction using existing touch panels and 

developed various interaction techniques on such touch panels. Concretely, we performed: 

development of soft touch panels, studies about characteristics of interaction on mobile 

devices with touch panels such as smart phones, and development of interaction techniques 

for tabletop multitouch panels. 
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１．研究開始当初の背景 

  素手での操作が可能なタッチパネル式入
力デバイスが、携帯電話や携帯情報端末向け
の入力デバイスとして普及しつつある。特に、
複数の指で同時に触ることを操作に利用す
るマルチタッチインタフェースは、同時に 2 

本の指で触れて捻る（音量調整などの値の調
整操作、操作対象の回転操作に適用可能）、
同時に 2 本の指で触れてその間隔を伸縮さ
せる（拡大縮小操作に適用可能）等の、複数
の指で触れて動かすという身体動作を活か

し、画面内の位置を指定する以上に多様な入
力を可能とする点で優れている。一方、Wang 

等はタッチパネル上の指の方向を、Roudaut 

等はタッチパネル面上で指を転がす操作を
検出し、操作に応用することを試みている。
しかし、これまでの研究開発はいずれも、堅
い操作面と指との接触領域の形状や位置の
みを操作に利用している。 

 

２．研究の目的 

  本研究は、従来にない柔らかい操作面およ
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び操作音操作検出機構を有するタッチパネ
ルを作り、その特長を活かした独自の多様な
入力を実現し、その操作特性を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

  柔らかい操作面および操作音操作検出機
構を有するタッチパネルを作り、その特長を
活かした独自の多様な入力を開発・評価する。
同時に、既存のタッチパネルに関する調査を
行い、それらを活用した多様な入力を開発・
評価する。 
 
４．研究成果 
  本年度までの成果を示す。 
（１）柔らかい素材を用いたタッチパネルの

開発を行い、またその柔らかさを活用
したタッチパネルの新しい操作手法で
あるソフトタッチインタラクション
（プッシュ操作、スラスト操作、ツイ
スト操作）、及びそれらの応用を示した。 

（２）スマートフォン等の、タッチパネルを
入力デバイスとして有する携帯情報端
末での操作特性の基礎的な調査として、
どの程度の操作を機器を見ずに行うこ
とが可能であるのか、調査実験を行っ
た。また、その結果から、操作性能を
機器を改造することなく向上すること
が可能な機構を開発した。更に、機器
を見ることなく入力を行えるようなか
な文字入力手法を開発した。本手法は、
使用者が前方に注視した状態で歩行し
ながらメモ取りを行うことを可能とす
る。そのため、本手法は、工場におけ
る機器監視時のメモ取り、大規模災害
時の環境状況入力等に威力を発揮する。 

（３）上面がマルチタッチのタッチパネル
となっているマルチタッチテーブルト
ップにおいて、複数の使用者が任意の
位置において各々任意にメニュー操作
を行うことが可能であるような操作手
法を開発した。複数人での協調作業に
おいて、従来型のメニューよりも効率
的なものとして用いることが可能であ
る。 

（４）キーボードにマイクを接着することに
より、キーボード面をなでる操作を実
時間にて検出することが可能であるこ
とが分かった。この知見を活かし、既
存のキーボードをタッチパネルのよう
な操作面として活用したジェスチャ入
力を実現した。本技術は多様なキーボ
ードショートカットを実現するのに用
いることが可能である。 
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